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般
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半
島
へ
ふ
た
た
び（
蓮
池

薫
）▽
縄
文
の
森
へ
よ
う
こ
そ（
棒
谷

泰
明
）▽
北
海
道
文
学
の
跫
音（
木
原

直
彦
）▽
運
命
の
人〈
１
・
２
・
３
・
４
〉

（
山
崎
豊
子
）▽
少
女（
湊
か
な
え
）▽

手
の
ひ
ら
の
メ
モ（
夏
樹
静
子
）▽
砂

迷
宮（
内
田
泰
夫
）▽
上
杉
か
ぶ
き
衆

（
火
坂
雅
志
）▽
ど
う
せ
、あ
ち
ら
へ
は

手
ぶ
ら
で
行
く（
城
山
三
郎
）▽
家
族

（
小
杉
健
治
）▽
か
あ
ち
ゃ
ん（
重
松
清
）

〈
児
童
書
〉▽
先
生
ビ
ッ
ク
リ
！
学
校

な
ぞ
な
ぞ
キ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ〈
全
５
巻
〉

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
ー
命
か
が
や

く
時
間（
青
木
和
雄
・
加
藤
美
紀
）▽
小

泉
八
雲
の
こ
わ
〜
い
話〈
全
５
巻
〉（
小

泉
八
雲
）▽
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク（
あ

き
や
ま
た
だ
し
）

〈
一
　
般
〉▽
社
若
艶
姿（
佐
伯
泰
英
）

▽
ひ
と
び
と
の
足
音（
司
馬
遼
太
郎
）

▽
虹
の
岬（
辻
井
喬
）▽
終
の
住
処（
磯

崎
憲
一
郎
）▽
プ
リ
ズ
ン
・
ト
リ
ッ
ク

（
遠
藤
武
文
）

〈
今
月
の
お
す
す
め
〉▽
物
語
　
虻
田

町
史
　
第
５
巻
第
12
章
▽
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
記（
鶴
田
知
也
）▽
姫
鱒（
長
見
義

三
）

　
　
日
使
っ
て
い
る
味
噌
に
白
味
噌

　
　
と
赤
味
噌
が
あ
り
ま
す
が
、実
は

原
料
は
同
じ
大
豆
・
麹
・
塩
な
の
で
す
。

違
い
は
、製
造
方
法
に
あ
り
ま
す
。

　
白
味
噌
は
、大
豆
を
短
時
間
水
に
浸

し
煮
て
作
る
の
で
、大
豆
の
ま
ま
の
白

さ
に
な
り
ま
す
。熟
成
期
間
は
数
日
か

ら
数
カ
月
と
短
く
、比
較
的
甘
め
の
味

が
多
い
で
す
。

　
赤
味
噌
は
、大
豆
を
長
時
間
水
に
浸

し
、高
圧
で
蒸
す
の
で
赤
褐
色
に
な
り
、

熟
成
期
間
も
長
く
、比
較
的
コ
ク
が
あ

り
塩
分
濃
度
も
高
め
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、十
分
な

情
報
や
冷
静
に
考
え
る
余
裕
も
な
い

ま
ま
契
約
を
し
た
場
合
、無
条
件
で
解

約
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
は
、契

約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
基
本
的
に

８
日
以
内（
一
部
20
日
間
の
も
の
も
あ

り
ま
す
）に
ハ
ガ
キ
等
に
書
い
て
通
知

す
る
だ
け
で
す
。ハ
ガ
キ
は
両
面
を
コ

ピ
ー
し
て
保
存
し
、簡
易
書
留
等
に
し

て
証
拠
を
残
し
ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
し
て
い
る
場
合
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
に
も
同
様
に
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、自
分
か
ら
店
に
出
向
い
て

購
入
し
た
り
、広
告
を
見
て
自
分
か
ら

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
申
し

込
ん
だ
り
す
る
通
信
販
売
の
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
他
に
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、不
明

な
点
は
役
場
産
業
課（
　
74-

３
０
０

５
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
10
月
の
休
館
日

15
日
・
22
日
・
29
日
・
11
月
５
日

祝
日
・
11
月
３
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

白
味
噌
と赤

味
噌
の
違
い

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

　洞爺湖町アイヌ民族先住民慰霊祭（北海道アイヌ協会

洞爺湖支部＝妻木征男支部長）が、９月13日洞爺湖町歴

史公園「先住民族慰霊碑」前で開かれました。アイヌ民族

の伝統儀式カムイノミイチャルパが行われるのは６年

ぶりで、同支部の会員や長崎町長ら行政、教育関係者約

40人が出席し、先祖の霊を慰めました。

　カムイノミでは、同協会鵡川支部の協力を得て、祭司・

細川梅雄さんの進行で、民族衣装のアツシを身に付けた

アイヌの人や来賓らが、祭壇の前に座り先祖代々の神、

洞爺湖、魚の神など14の各神々に祈りをささげました。

さらに女性達によって先祖の霊を供養するイチャルパ

が行われました。

　最後に妻木支部長が「アイヌ伝統儀式が、皆さんの協

力で開くことができ、感謝いたします。来年もこのイチ

ャルパをぜひ続けていきたい」と挨拶し、同慰霊祭を終

了しました。

アイヌ伝統儀式カムイノミイチャルパ開く

厳かに行われたカムイノミイチャルパ厳かに行われたカムイノミイチャルパ


